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研究成果の概要（和文）：当研究は、看護・介護職、教員などの対人援助職における自己成長に関する実証的研究であ
り、促進する支援プログラムの開発を目指す基礎的研究である。質問紙・面接調査によって、対人援助行為や職務に伴
う困難やストレスを体験する一方、それらのネガティブな体験から自分自身が成長したとの実感（自己成長感）を得る
ことが明らかになった。自己成長感にはストレスへの耐性（ハーディネス）が強くかかわっており、この点を着目した
、自己成長感を促進する支援プログラム開発が今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：This study is empirical research about sense of self-growth among the human 
services professionals, for example nurses, nursing care professions and teachers, and basic study aiming 
to the support program. As a result of questionnaire research and interview research, it found that human 
services professionals experienced stress and difficulties with human services actions and duties, and 
that negative experiences leaded to sense of self-growth. The sense of self-growth is strongly related to 
the tolerance for stress (hardiness). It is necessary to develop support program facilitating sense of 
self-growth among the human services professionals.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 自己成長　対人援助職　ストレス　バーンアウト

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

看護・介護職、教員などの対人援助職は、
職場の人間関係や職務上のストレスが高く、
心身の健康を害することも多く、バーンアウ
ト、離職・休職者の増加などの問題が生じて
いる。これは、傷ついた体験や心理的・社会
的な問題を抱えた被援助者と関わることに伴
う困難や苦悩によって生じる、ネガティブな
影響といえる。これまでネガティブな影響を
いかに軽減・抑制させるかに着目し、対応・
対処策、予防教育について論じられてきた（川
口，2004など）。 

その一方で、対人援助の実践経験からの知
見として、対人援助者自身の自己成長・自己
実現が導かれる（河合，1970；村上，1992）
など、ポジティブな変化が報告されている。
研究代表者も心理臨床の実践の中で、被援助
者との関係性から生じる困難さを乗り越える
ことによって得られた自己や他者に対する深
い気づき（奥野，2008）や、自分が対人援助
者として成長したとの感覚（自己成長感）を
体験した。また、近年、ポジティブ心理学を
代表されるように、ポジティブな側面や変化
に関する研究がさまざまに行われ、予防・促
進プログラム、教育的効果についても関心が
寄せられている。 

このようなポジティブな変化は、対人援助
職の、メンタルヘルスの維持・向上、仕事継
続へのモチベーション、離職や休職の抑止に
つながると考えられる。以上を図式まとめた
のが図 1である。しかし、対人援助者におけ
るポジティブな変化に関する実証的な研究は
ほとんどなされていない。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、対人援助職の自己成長の様相と
その契機について明らかにし、自己成長に至
るプロセスや促進・阻害要因を検討すること
を目的とし、自己成長を促す支援プログラム
の開発を目指す基本的研究である。 

 

(1) 面接調査にて、対人援助職のポジティブ
な変化である自己成長の様相、自己成長
に導いた契機を明らかにする 

(2) 自己成長に至るプロセス、自己成長を促
進する要因、阻害する要因について検討
する 

(3) 対人援助職における体験とそれらの体
験についての自己内省を語ることによ

る、自己成長を促す効果について検討す
る 

 

＜倫理的配慮＞ 

研究 1・2は対象施設および近畿大学医学
部の倫理審査委員会において、研究 4は近畿
大学総合社会学部研究倫理審査委員会におい
て承認を受けた。実施した質問調査は無記名
であり、データの取り扱いには倫理的な配慮
を十分行うことを書面に記して説明した。 

 

 

３．研究の方法 

 

＜研究 1＞看護職における自己成長を促す要
因、阻害する要因についての検討 

 

対象：対人援助職（医療機関に勤務している
看護職員）359人。分析対象は、明らかに不
備のある回答を除外した 284人（有効回答率
79.1%）。 

方法：質問紙調査法 

手続き：医療機関に依頼し、研究協力者を募
集し、質問紙調査を計 2回実施した。2回目
は 1回目調査の 1年後に行った。 

質問紙調査内容：フェイスシート：年齢、性
別、部署、経験年数など 自己成長感：日本
語版外傷後成長尺度（PTGI-J）（Taku et al，
2007）。ストレスフルな出来事を経験した後
に生じるポジティブな変化「心的外傷後の成
長」を測定する尺度として Tedeschi & 

Calhoun（1996）が作成した PTGI の日本語
版。 バーンアウト：コペンハーゲンバーン
アウト質問紙（CBI）（Shimizutani et al，
2008；Kristensen et al，2005）。 職務特性：
看護師の感情労働尺度（ELIN）（片山・小笠
原・辻・井村・永山，2005）。 ストレス：
ストレッサー、ソーシャルサポートについて
は、職業性ストレス簡易調査票（下光ら，
2000）を用いた。体験したストレスの程度に
ついては、体験ストレス評価尺度（夏目，
2000）を用いた。 個人特性：15項目版ハ
ーディネス尺度（多田・濱野，2003）。ハー
ディネスとは、ストレスに曝されても健康を
維持している個人が持つ性格特性である。 

 

＜研究 2＞対人援助職における体験を自己内
省的に語ることによる、自己成長を促す効果
に関する検討 

 

対象：対人援助職（医療機関に勤務している
看護職員）35人。 

方法：面接調査法、質問紙調査法 

手続き：医療機関に依頼して募った研究協力
者を、「語り・あり」「語り・なし」の 2群に
ランダムに振り分けた。「語り・あり」群は、
6か月ごとに計 3回、質問紙調査と面接調査
（半構造化面接法）を実施する。面接調査内
容を録音し、逐語録を作成する。「語り・なし」
群は、6か月ごとの計 3回、質問紙調査のみ

図 1 対人援助職の職務のポジティブ・ネガティブ

な影響 



を実施する。分析対象は、面接・質問紙調査
で不備のある者を除外した 20人（語り・あ
り群：9人、語り・なし群：11人）。 

面接調査事項：「自己概念、人生観、価値観な
ど対人援助職に就いてから自己の変化や成長
したと思えること」「対人援助職において体験
した、悲しい・辛い出来事、困難な出来事」
「自己の変化や成長に導いたと思われる出来
事、契機」など。面接内容を録音し、逐語録
を作成した後、自己成長の様相、自己成長を
導いた契機について分類し、内容を抽出した。 
質問紙調査内容：＜研究 1＞と同様。 

 

＜研究 3＞教員おける自己成長に関連する要
因についての検討  

  

対象：対人援助職（教員）32人。 

方法：質問紙調査法 

手続き：教員対象の研修会参加者に調査研究
への協力を求め、調査用紙を配布・回収を行
った。 

質問紙調査内容：フェイスシート：年齢、性
別、役職、経験年数など 自己成長感：日本
語版外傷後成長尺度（PTGI-J）（Taku et al，
2007）。ストレスフルな出来事を経験した後
に生じるポジティブな変化「心的外傷後の成
長」を測定する尺度として Tedeschi & 

Calhoun（1996）が作成した PTGIの日本語
版。 バーンアウト：コペンハーゲンバーン
アウト質問紙（CBI）（Shimizutani et al，
2008；Kristensen et al，2005）。 ストレス：
ソーシャルサポートについては、職業性スト
レス簡易調査票（下光ら，2000）を用いた。 
個人特性：15項目版ハーディネス尺度（多
田・濱野，2003）。ハーディネスとは、スト
レスに曝されても健康を維持している個人が
持つ性格特性である。 

 

＜研究 4＞教員おける自己成長を促す要因、
阻害する要因についての検討  

 

対象：対人援助職（中学校教員）72人。分析
対象は、明らかに不備のある回答を除外した
69人（有効回答率 95.8%）。 

方法：質問紙調査法 

手続き：市町村教育委員会に調査研究への協
力依頼を行い、承諾を得られた中学校へ教員
の人数分の調査用紙を郵送した。調査用紙の
回収は郵送法で行った。 

質問紙調査内容：フェイスシート：年齢、性
別、役職、経験年数など 自己成長感：日本
語版外傷後成長尺度（PTGI-J）（Taku et al，
2007）。ストレスフルな出来事を経験した後
に生じるポジティブな変化「心的外傷後の成
長」を測定する尺度として Tedeschi & 

Calhoun（1996）が作成した PTGIの日本語
版。 バーンアウト：バーンアウト尺度（久
保・田尾，1992）。 ストレス：ソーシャル
サポートについて、教員へのソーシャルサポ
ート尺度を用いた（森・三浦，2006） 個人

特性：ハーディネスについて、15項目版ハー
ディネス尺度（多田・濱野，2003）を用いた。
自己に関する省察について、Rumination - 

Reflection Questionnaire 日本語版（高野・
丹野，2008）を用いた。この尺度は自己に対
する注目の 2タイプ（反芻、省察）を測定す
るものである。 

 

 

４．研究成果 

 

＜研究 1＞看護職における自己成長を促す要
因、阻害する要因についての検討 

 

① 看護職における自己成長感の特徴 

A総合病院に勤務している看護職員 359人。
分析対象は、明らかに不備のある回答を除外
した 284 人（有効回答率 79.1%）であった。 
看護職経験年数を 3年未満、3～10年、11

年以上の 3つに区分し、経験年数よる自己成
長感、バーンアウトそれぞれの差について分
散分析を行った（図 2）。自己成長感につい
て、自分自身を高めていく側面（自己の発展）
では経験年数 3年未満、3～10年、11年以上
の順で有意に高かった（p < .001）。人間につ
いての全般的な確信を抱く側面（人間につい
ての確信）では経験年数 11年以上の方が 3

年未満の人よりも有意に高かった（p < .001）。
バーンアウトについて、個人的なバーンアウ
ト、仕事に関連するバーンアウトでは経験年
数による差が見られなかった。患者に関連し
たバーンアウトでは経験年数が 11年以上の
人が有意に低かった（p < .001）。 

自己成長感とバーンアウトに影響を与える
要因について、経験年数の違いごとに重回帰
分析で検討した。自己成長感には、ストレス
への耐性が強いこと（ハーディネスのコント
ロール、コミットメント）、仕事においてケア
の表現や患者を理解しようと努めることを多
く行うこと（職務特性のケアの表現、探索的
理解、深層適応）、働きがいを強く感じている
こと、職場にて上司・同僚からソーシャルサ
ポートを多く得られることが要因として関わ
っていた。 

 

② 仕事上体験するストレスが 1年後の自己

図 2 経験年数ごとの自己成長感の得点 



成長感に与える影響について 

A総合病院に勤務している看護職員、１回
目（時期 1）の回答者 359人、1年後の 2回
目（時期 2）の回答者 176人。そのうち、時
期 1と時期 2の両方に回答している 105人
（有効回答率 29.2%）を分析対象とした。 

仕事上のストレス体験と 1年後の自己成長
感との関連について、重回帰分析を行い検討
した（図 3）。周囲の状況に対してコントロ
ールできると考える性格傾向であること（ハ
ーディネスの「コントロール」）、看護職の経
験年数が浅いこと、仕事上のストレス体験が
多かったこと、仕事を自分のペースでできて
いたこと（体験ストレスの「仕事上で体験す
るストレス」）、働きがい（ストレッサーの「働
きがい」）を感じていたことが、1年後の自己
成長感を高めていた。 

 

＜研究 2＞対人援助職における体験を自己内
省的に語ることによる、自己成長を促す効果
に関する検討 

 

① 看護職における自己成長感の特徴 

看護での辛かった・困った体験やうれしか
った・よかった体験、看護師になってからの
価値観の変化、看護師としての成長したとこ
ろ、などについてインタビューを実施した「語
り・あり群」の 9人を分析対象に、インタビ
ュー内容をカテゴリーにまとめた。その結果、
看護での大変さ・困難さ、業務量の多さ、職
場での人間関係のトラブルなどストレスが多
く、看護上の失敗や傷つきなどのネガティブ
な体験も少なくない一方、仕事での達成感や
充実感、ネガティブな体験からの立ち直る強
さや得るものを感じていることがわかった。 

 

② 仕事での体験を自己内省的に語ること
が自己成長感を促す効果  

仕事で体験した困難、やりがいなどについ
て語る面接調査の対象となった「語り・あり
群」において、1回目の面接調査時と 1年後
2回目の面接調査時で、自己成長感やバーン

アウトの状態を比較し、語ることの効果を対
応ある t検定で分析した。1回目の面接調査
時から 2回目の面接調査時にかけて、自己成
長感全体は減少傾向にあったが、困難を体験
することで新たなチャンスの広がりや宗教的
信念の強まりに繋がる可能性があることがわ
かった。バーンアウトについては、個人的・
仕事に関連するバーンアウトが減少し、患者
に関するバーンアウトは増加するという結果
であった。 

 

＜研究 3＞教員おける自己成長に関連する要
因についての検討  

 

自己成長感及びバーンアウトとハーディネ
スなどとの関連について相関分析を行った。
ストレスへの耐性（ハーディネス）が強い人
の方が、個人的なバーンアウト、児童・生徒
に関連するバーンアウトの傾向が弱かった（r 

= -.397～-.454）。自己成長感についても、他
者との関係に関連する側面（他者との関係）、
人間としての強さの実感に関連する側面（人
間としての強さ）、精神性の変化や人生への感
謝の念に関連する側面（精神的変容・人生へ
の感謝）を強く感じていた（r = .372～.596）。 

 

＜研究 4＞教員おける自己成長を促す要因、
阻害する要因についての検討  

 

中学校教員を対象にした自己成長感、バー
ンアウトに影響を与える要因について重回帰
分析を行い検討した。その結果、自己成長感
には、ストレスへの耐性が強いこと（ハーデ
ィネスのコントロール、コミットメント）だ
けでなく、同僚・上司からサポートを多く受
けること、上司を多くサポートすることが強
く関連していた。バーンアウトには、ストレ
スへの耐性が弱いこと（ハーディネスのコン
トロール、コミットメント）、教師の経験年数
が少ないこと、ネガティブな出来事を何度も
繰り返し思い出すこと（反芻）、ふり返り内省
を行うこと（省察）が少ないことが強く関連
していた。 
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